
 
８月も終わろうとしていますが、猛暑続きの毎日です。

熱中症が多発しています。くれぐれもお体にお気をつけく

ださい。 

 

「家庭ごみ有料化を考える」 

シンポジウムへ１００名参加 

 ８月１８（日）、アート

プラザ・アートホールで、

党大分市議団の主催でお

こなわれました。岩佐恵

美さん（元日本共産党 

（講演する岩佐さん）   国会議員）が基調をおこな

いました。パネルディスカッションでは、自治会長、主婦、

市議が問題提起をおこない、会場からも、家庭ごみ有料化

に疑問・不安の声が次々に寄せられました。家庭ゴミ有料

化の条例提案は着々と準備されています。家庭ごみ有料化

は、市民生活に重大な影響を及ぼします。 

★家庭ゴミ有料化を実施しないことを求める署名活動に

も引き続きご協力ください。 

ごみ有料化方針を撤回した 

和歌山市を視察 

平成２１年、和歌山市廃

棄物対策審議会の答申に

おいて、「市民にとって

新たな経済的負担となる

ため、まず、ごみの減量 

（説明をうける党議員団）   リサイクルを推進するた

め他の施策を実施する必要があると考える」としました。   

その後のごみ減量アクションプランのとりくみについて、

新規事業としても高齢者への個別収集などの説明をうけま

した。 

 

国民健康保険税引き下げ・待機児童

解消を 政府レクチャー 

２０日・２１日の両日、党

大分市議団は、赤嶺政賢衆

議院議員国会秘書とともに、

厚生労働省では国民健康保

険制度の改善、待機児童解 

（衆議院会館会議室にて）  消、認可外保育所の支援。

国土交通省では木造住宅耐震化、急傾斜地崩落対策、国道

１０号旦野原―中判田間の拡幅、街灯・トンネル灯の設置。

文部科学省では公立小中学校の統廃合と小中一貫教育、学

校図書館。農林水産省では水産業振興と林業支援などにつ

いてレクチャーをうけました。 

党中央本部を見学 

食堂で市田書記局長とお会い

し、大分市議選へのご支援の

お礼のあいさつをすることが

できました。書記局長室を案

内していただきました。 

（党本部書記局長室にて）  また選挙対策局ではご支援

いただいたみなさんにも久しぶりに再会することができま

した。 

 

暮らし・地域の問題など 

ご意見・ご要望をおよせください。 

ふくま健治生活相談所  
大分市東大道３―２―６ 
５４６―４５０５（ＦＡＸ兼用） 
携帯０９０―２７１４―５６１２       

 

活動報告ニュース 
２０１３年８月２号 


